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２ 常陸那珂港の現状 

 

2.1 常陸那珂港の概況 

 

2.1.1 位置 

常 陸 那 珂 港 は 、東 京 都 心 か ら北 東 約 110km、茨 城 県 の 県 庁 所 在 地 で あ る 水 戸 市 か ら東 方 に 約 10km に

位 置 す る 、ひ た ち な か 市 と東 海 村 に ま た が る 重 要 港 湾 で あ る 。 

首 都 圏 の 大 消 費 地 に 隣 接 す る とともに 、平 成 23 年 度 （2011 年 度 ）に 全 線 開 通 が 予 定 され て い る北 関 東

自 動 車 道 と直 結 して お り、茨 城 、栃 木 及 び 群 馬 の 北 関 東 三 県 が 後 背 圏 とな る （図 表 2-1）。 

 

図表2-1 茨城県周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出 所 ）茨 城 県 土 木 部 港 湾 課 ホ ー ム ペ ー ジ  

（http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/doboku/kowan/sitetop1/map/syuhen_map.htm） 
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2.1.2 沿革 

常 陸 那 珂 港 や 国 営 ひ た ち 海 浜 公 園 を 含 む ひ た ち な か 地 区 は 、第 二 次 世 界 大 戦 後 ア メリカ 軍 に 接 収 され

対 地 射 爆 撃 場 として 使 用 され て い た が 、そ の 後 返 還 され 、昭 和 58 年 （1983 年 ）に 港 湾 区 域 の 運 輸 大 臣 認

可 が 下 り、新 しい 港 が 建 設 され る こととな っ た 。 

そ の 後 整 備 が 進 め られ 、現 在 に 至 る（図 表 2-2）。 

 

図表2-2 常陸那珂港（ひたちなか地区）の沿革 

昭 和 48 年 （1973 年 ） 3 月  水 戸 射 爆 撃 場 、日 本 政 府 に 返 還 され る。 

昭 和 58 年 （1983 年 ） 3 月  「地 方 港 湾 常 陸 那 珂 港 」誕 生 、引 き続 き「重 要 港 湾 」に 昇 格  

昭 和 58 年 （1983 年 ） 6 月  港 湾 計 画 （新 規 ）策 定  

平 成  3 年 （1991 年 ）10 月  国 営 ひ た ち 海 浜 公 園 一 部 開 園  

平 成  5 年 （1993 年 ） 2 月  常 陸 那 珂 工 業 団 地 分 譲 開 始  

平 成  5 年 （1993 年 ） 5 月  北 ふ 頭 地 区 の 整 備 着 手  

平 成  6 年 （1994 年 ）11 月  勝 田 市 と那 珂 湊 市 が 合 併 し、ひ た ち な か 市 が 誕 生  

平 成  7 年 （1995 年 ） 6 月  運 輸 省 の 長 期 港 湾 政 策 に お い て 、常 陸 那 珂 港 を 中 核 国 際 港 湾 に 位 置 付 け  

平 成  9 年 （1997 年 ） 3 月  
運 輸 省 ・建 設 省 が 常 陸 那 珂 港 地 域 を 国 際 交 流 イン フ ラ推 進 事 業 の 対 象 地 域 に 選

定 し、重 点 整 備 を 表 明  

常 陸 那 珂 北 ふ 頭 地 区 内 貿 バ ー ス 供 用 開 始  
平 成 10 年 （1998 年 ）12 月  

常 陸 那 珂 火 力 発 電 所 １号 機 着 工  

平 成 11 年 （1999 年 ） 5 月  常 陸 那 珂 港 に 初 の 定 期 航 路 （北 海 道 ・大 阪 RORO 航 路 ）開 設  

平 成 11 年 （1999 年 ） 7 月  東 水 戸 道 路 ・常 陸 那 珂 有 料 道 路 全 線 供 用 開 始  

平 成 12 年 （2000 年 ） 3 月  北 関 東 自 動 車 道 の 一 部 （水 戸 南 IC～ 友 部 JCT)供 用 開 始  

常 陸 那 珂 北 ふ 頭 地 区 外 貿 バ ー ス 供 用 開 始  
平 成 12 年 （2000 年 ） 4 月  

極 東 ロシ ア 定 期 在 来 船 来 航 航 路 開 設  

平 成 12 年 （2000 年 ） 8 月  韓 国 定 期 コン テ ナ 航 路 開 設  

平 成 12 年 （2000 年 ）11 月  北 米 定 期 RORO 航 路 開 設  

欧 州 定 期 RORO 航 路 開 設  

ひ た ち な か ＦＡＺ物 流 サ イト供 用 開 始  平 成 12 年 （2000 年 ）12 月  

北 関 東 自 動 車 道 の 一 部 （友 部 JCT～ 友 部 IC）供 用 開 始  

平 成 13 年 （2001 年 ） 2 月  常 陸 那 珂 中 央 ふ 頭 地 区 （耐 震 強 化 岸 壁 ）の 整 備 着 手  

平 成 13 年 （2001 年 ） 7 月  北 海 道 定 期 RORO 航 路 開 設  

平 成 14 年 （2002 年 ） 2 月  中 国 （華 南 )定 期 コン テ ナ 航 路 開 設  

平 成 15 年 （2003 年 ）12 月  常 陸 那 珂 火 力 発 電 所 １号 機 営 業 運 転 開 始  

平 成 16 年 （2004 年 ） 1 月  中 央 ふ 頭 地 区 廃 棄 物 処 分 場 に お い て 石 炭 灰 の 埋 立 処 分 開 始  

平 成 16 年 （2004 年 ） 2 月  北 米 定 期 コン テ ナ 航 路 開 設  

平 成 17 年 （2005 年 ） 8 月  広 域 型 商 業 施 設 （第 １期 拡 張 ）シ ネ マ コン プ レ ックスオ ー プ ン  

平 成 18 年 （2006 年 ） 7 月  広 域 型 商 業 施 設 （第 ２期 拡 張 ）オ ー プ ン  

平 成 19 年 （2007 年 ） 1 月  常 陸 那 珂 港 西 部 地 区 に 大 型 建 設 機 械 の 組 立 工 場 竣 工  

（出 所 ）茨 城 県 土 木 部 港 湾 課 ホ ー ム ペ ー ジ （http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/doboku/01class/class28/enkaku.htm l）及 び

茨 城 県 企 画 部 ひ た ち な か 整 備 課 『ひ た ち な か 地 区 開 発 の 概 要 』を 基 に 上 越 市 創 造 行 政 研 究 所 作 成  
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写真2-1 常陸那珂火力発電所 

2.1.3 港湾整備の状況 

常 陸 那 珂 港 は 、現 在 も建 設 途 中 で あ る 。 

北 ふ 頭 （東 海 村 ）に は 、内 外 貿 の た め の ス ー パ ー ガ ン ト

リー クレ ー ン （2 基 ）や トラン ス フ ァー クレ ー ン 、東 京 電 力 ㈱

の 常 陸 那 珂 火 力 発 電 所 （発 電 燃 料 ：石 炭 ）が 稼 働 中 で あ

る 。火 力 発 電 所 は 現 在 100 万 kW の 出 力 で あ る が 、将 来

は 300 万 kW を 予 定 して い る （写 真 2-1、2-2、2-3）。 

中 央 ふ 頭 は 、 火 力 発 電 所 の 廃 棄 灰 を 利 用 し て 埋 立 中

で あ り、平 成 21 年 度 末 （2009 年 度 末 ）に RORO 17船 に 対 応

し複 合 一 貫 輸 送 18が 可 能 な ふ 頭 として 完 成 予 定 で あ る 。 

ま た 、南 ふ 頭 も建 設 途 中 で あ る （図 表 2-3）。 

 

 

 

図表2-3 常陸那珂港港湾計画 

 
（出 所 ）茨 城 県 土 木 部 港 湾 課 ホ ー ム ペ ー ジ （http://www.portofhitachinaka.com/keikaku/index.htm l） 

                                               
17 ＲＯ ＲＯ とは 、ＲＯ ＬＬ Ｏ Ｎ/ＲＯＬＬ Ｏ ＦＦの 意 味 で 、クレ ー ン で 製 品 を 積 み 揚 げ す るの で は な く、製 品 を 積 ん だ シ ャー シ
（荷 台 ）を トレ ー ラー ヘ ッド（牽 引 車 ）で 直 接 船 に 乗 せ 船 内 で トレ ー ラー ヘ ッドを 切 り離 し、シ ャー シ の み を 輸 送 す る船 舶 。揚 げ
地 に 入 港 後 、目 的 地 へ 直 接 トレー ラー に て 陸 送 で きるた め 、天 候 に 影 響 され な い 安 定 した 輸 送 が 可 能 で あ る。 
18 特 定 の 運 送 品 が 、二 つ 以 上 の 種 類 の 異 な る運 送 手 段 に より相 次 い で 行 わ れ る輸 送 を 複 合 一 貫 輸 送 とい い 、単 一 の 輸 送
契 約 の もとで 、海 陸 運 そ れ ぞ れ の 輸 送 手 段 を 組 み 合 わ せ 、船 と鉄 道 /トラック、船 と航 空 機 な ど に より、最 終 仕 向 け 地 ま で 一 貫
して 行 う貨 物 輸 送 サ ー ビ ス。荷 主 の メリットとして は 、輸 送 区 間 に お け る責 任 の 所 在 の 一 元 化 、コスト削 減 、手 続 の 簡 素 化 な ど
が あ る。 
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写真2-2 北ふ頭（ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝとﾄﾗﾝｽﾌｧｰｸﾚｰﾝ） 

 

写真2-3 北ふ頭（コンテナ荷置き状況） 

 

2.1.4 工業用地への企業の進出状況 

コ マ ツ が 工 業 用 地 19ha に 工 場 を 建 設 し、平 成 19 年 （2007 年 ）1 月 か ら大 型 ホ イー ル ロー ダ ー 、ダ ン プ ト

ラック等 の 生 産 を 開 始 した （写 真 2-4）。 

ま た 、コ マ ツ 工 場 に 隣 接 す る 18ha に 日 立 建 機 ㈱ も進 出 す る ことが 内 定 して い る（写 真 2-5）。 

常 陸 那 珂 港 は 、高 規 格 幹 線 道 路 が 港 の 中 ま で 乗 り入 れ た 日 本 で 唯 一 の 港 で あ り、そ の メリッ トを い か し

て 流 通 関 係 の 企 業 を 誘 致 し て くる 計 画 で あ っ た 。重 機 メー カ ー は 想 定 し て い な か っ た 業 種 で あ る が 、日 立

建 機 ㈱ の 進 出 に 合 わ せ て 部 品 メー カ ー の 進 出 も 予 定 さ れ て い る な ど 工 業 用 地 は ほ ぼ 完 売 す る 勢 い で あ

る 。 

 

 

写真2-4 コマツ工場 

 

写真2-5 日立建機㈱建設予定地（左はコマツ） 
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写真2-6 常陸那珂港I.C 

2.2 利用促進への取組と常陸那珂港の優位性 

 

2.2.1 利用促進対策 

ポ ー トセ ー ル ス 等 の 利 用 促 進 対 策 は 、行 政 だ け で は な く民 間 と連 携 しな が ら行 っ て い る 。 

常 陸 那 珂 港 湾 振 興 協 会 （県 、ひ た ち な か 市 、東 海 村 、企 業 等 62 団 体 で 構 成 ）を 組 織 して 、利 用 促 進 の

た め の 活 動 を 行 っ て い る 。 

平 成 19 年 （2007 年 ）2 月 に 東 京 で 開 催 した 茨 城 県 4 港 合 同 の 説 明 会 に は 600 人 もの 出 席 が あ り盛 況 で 、

コ マ ツ が 進 出 し た ことや 、つ くば エ ク ス プ レ ス の 開 通 が 都 心 と茨 城 県 の 近 さを ア ピ ー ル す る き っ か け とな り、

首 都 圏 か らの 注 目 が 集 ま りや す くな っ て い る 。 

自 動 車 産 業 な ど 企 業 城 下 町 を 形 成 す る よ うな 産 業 の 誘 致 は 積 極 的 に は 考 え て お ら ず 、流 通 港 湾 とし て

の 強 化 を 図 っ て い く方 向 で あ る 。 

貨 物 取 扱 量 は 順 調 に 伸 び て い て い る が 、国 の 政 策 が 東 京 、横 浜 な ど の ス ー パ ー 中 枢 港 湾 に 重 点 を 移

した ことな ど が 影 響 し、当 初 の 予 想 よりもコン テ ナ 取 扱 量 は 伸 び 悩 ん で い る 。 

ま た 、日 立 グ ル ー プ で は コ ス ト等 の 面 か ら 一 括 して 東 京 の 港 を 使 っ て い る た め 19、市 内 企 業 の 約 6 割 を

占 め る 日 立 製 作 所 の 関 連 企 業 で 常 陸 那 珂 港 の 利 用 が 中 々 進 ん で い な い 。 

 

2.2.2 常陸那珂港の優位性 

常 陸 那 珂 港 は 、日 本 とア メリカ の 航 路 上 に あ り北 米 ま で の 最 短 航 路 で あ る 。 

これ ま で の 首 都 圏 の 流 通 は 、東 京 都 を 中 心 とし た 縦 軸 の 交 通 網 が 主 流 で あ っ た が 、東 京 湾 や 都 心 部 の

混 雑 や 環 境 面 で の 配 慮 等 か ら 北 関 東 自 動 車 道 、東 関 東 自 動 車 道 水 戸 線 、首 都 圏 中 央 連 絡 自 動 車 道 とい

っ た 交 通 網 の 整 備 が 進 み 、常 陸 那 珂 港 は 太 平 洋 側 の 玄 関 口 として 注 目 され つ つ あ る （図 表 2-4）。 

東 京 湾 を 利 用 しな い ことに よる 時 間 短 縮 効 果 は 、例 え ば 北 海 道 ― 東 京 間 は 、約 30 時 間 （東 京 湾 内 の 速

度 制 限 等 に より房 総 半 島 を 回 る だ け で 約 10 時 間 ）もの 海 上 輸 送 時 間 が か か る が 、北 海 道 ― 常 陸 那 珂 港 間

は 約 20 時 間 で 、陸 路 を 加 え て もか な りの 時 間 短 縮 を 図 る ことが で きる 20。特 に 荷 揚 げ され た 原 材 料 等 が 運

ば れ る 最 終 生 産 地 は 、都 心 で は な くそ の 外 環 に あ る た め 東 京 港 か ら 荷 揚 げ し て 渋 滞 す る 都 心 を 通 る よ りも 、

常 陸 那 珂 港 か ら横 軸 の 交 通 網 を 活 用 して 輸 送 した ほ うが 時 間 、コ ス ト、環 境 面 で 有 利 とな る 。 

さ ら に 、前 述 の とお り高 規 格 幹 線 道 路 （北 関 東 自 動 車 道 ）が 港 の 中 ま で 乗 り入 れ た 日 本 で 唯 一 の 港 で あ

り、そ の ような 計 画 的 な 整 備 に 基 づ き 、海 陸 交 通 の 結 節 性 向 上 が 図 られ て い る （写 真 2-6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               
19 茨 城 県 常 陸 那 珂 港 湾 事 務 所 及 び ひ た ち な か 市 企 画 部 企 画 調 整 課 へ の ヒア リン グ 調 査 に よる。 
20 茨 城 県 常 陸 那 珂 港 湾 事 務 所 へ の ヒア リン グ 調 査 に よる。 
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図表2-4 北関東自動車道計画概要21 

 

      （出 所 ）栃 木 県 高 速 道 路 対 策 室 ホ ー ム ペ ー ジ （http://www.pref.tochigi.jp/kitakan/kousoku/kitakan.HTM） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               
21 伊 勢 崎 IC～ 太 田 桐 生 IC 間 は 、平 成 20 年 （2008 年 ）3 月 8 日 開 通  

宇 都 宮 上 三 川 IC～ 真 岡 IC 間 は 、平 成 20 年 （2008 年 ）3 月 15 日 開 通  
桜 川 筑 西 IC～ 笠 間 西 IC 間 は 、平 成 20 年 （2008 年 ）4 月 12 日 開 通  
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2.3 国営ひたち海浜公園 

 

港 の あ る 地 域 全 体 を 概 観 す る た め 、常 陸 那 珂 港 と共 に ひ た ち な か 地 区 を 形 成 す る 国 営 ひ た ち 海 浜 公 園

に つ い て も現 地 調 査 を 行 っ た 。 

ひ た ち な か 地 区 の レ クリエ ー シ ョン ゾ ー ン に 位 置 す る 国 営 ひ た ち 海 浜 公 園 は 、主 に 首 都 圏 の 利 用 者 を タ

ー ゲ ットとして 国 が 設 置 した 総 面 積 350ha の 国 営 公 園 22で あ る 。現 在 、約 4 割 の 135.0ha が 開 園 され て い る 。 

「海 と空 と緑 が 友 達  爽 や か 健 康 体 験 」を テ ー マ として 、樹 林 、草 地 、砂 丘 、海 浜 、湧 水 地 等 、特 色 あ る 自

然 条 件 を い か した 整 備 が 進 め られ て い る（写 真 2-7）。 

国 か ら委 託 を 受 け た 財 団 法 人  公 園 緑 地 管 理 財 団 ひ た ち 公 園 管 理 セ ン ター （写 真 2-8）が 、管 理 人 約 50

名 で 管 理 を 行 っ て い る 。年 間 維 持 管 理 費 予 算 は 約 8 億 円 程 度 との ことで あ る 23。 

年 間 入 園 者 数 は 約 100 万 人 で 、最 盛 期 で あ る ゴ ー ル デ ン ウ ィー クに は 約 20 万 人 が 訪 れ る 。 

内 訳 は 県 内 か らが 4 割 、東 京 、埼 玉 、福 島 な ど 常 磐 線 沿 線 の 県 外 等 か ら 6 割 で 、高 速 道 路 に 直 結 して い

る こともあ り、車 で の 来 訪 者 が 9 割 程 を 占 め る 。 

毎 年 夏 に 芝 生 広 場 で 開 催 され る ロックフ ェス テ ィバ ル （ROCK IN JAPAN FESTIVAL）に は 3 日 間 で 約 15

万 人 が 訪 れ る 。周 辺 の ホ テ ル や 民 宿 が 満 室 に な っ た り、市 や 地 元 飲 食 店 等 に よ る テ ン ト村 で 販 売 が 行 わ

れ た りと経 済 効 果 は あ る が 、周 遊 観 光 まで は 、現 在 は 行 わ れ て い な い 。 

 

 

写真2-7 国営ひたち海浜公園「みはらしの丘」 

 

写真2-8 ひたち公園管理センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               
22 昭 和 59 年 （1984 年 ）11 月 26 日 起 工 式 、平 成 3 年 （1991 年 ）10 月 5 日 第 一 期 開 園 （70ha） 
23 （財 ）公 園 緑 地 管 理 財 団 ひ た ち 公 園 管 理 セ ン ター へ の ヒア リン グ 調 査 に よる。 
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写真2-9 JR勝田駅前（東口） 

 
写真2-10 湊線車両（JR勝田駅にて） 

2.4 ひたちなか市におけるまちづくり 

 

2.4.1 ひたちなか市におけるまちづくりの拠点 

ひ た ち な か 市 に は 、 常 陸 那 珂 港 周 辺 （ ひ た ち な か 地

区 ）、勝 田 駅 24周 辺 、那 珂 湊 駅 25周 辺 及 び 佐 和 駅 24 周 辺 の

4 つ の 拠 点 が あ る 。 

勝 田 駅 周 辺 で は 、60 億 円 規 模 の 再 開 発 事 業 が 予 定 さ

れ て お り、病 院 の 建 て 替 え な ど 生 活 利 便 性 の 高 い エ リア と

し て 整 備 す る 計 画 で あ る 。中 心 市 街 地 で は 様 々 な 取 組 が

行 わ れ て い る が 、買 物 に は 、ひ た ち な か 地 区 の 大 規 模 商

業 施 設 等 が 利 用 さ れ て お り、中 心 市 街 地 の 商 店 は 厳 し い

現 状 で あ る 。 

ひ た ち な か 市 と し て は 、勝 田 駅 周 辺 の 再 開 発 事 業 を 進

め 勝 田 駅 と港 周 辺 の ア クセ ス 性 を 強 化 して い き た い と考 え

て い る（写 真 2-9）。 

 

那 珂 湊 駅 周 辺 に は 、商 店 街 と「那 珂 湊 お さか な 市 場 （魚

市 場 ）」が あ る 。 お さ か な 市 場 に は 、 漁 港 関 係 者 に よ る 海

の な い 山 梨 県 や 栃 木 県 等 へ の PR 活 動 に よっ て 、近 県 か

ら観 光 バ ス で 観 光 客 が 多 数 訪 れ て お り、年 間 で 約 100 万

人 の 来 場 が あ る 。 

優 先 順 位 と し て は 、常 陸 那 珂 港 （ひ た ち な か 地 区 ）、勝

田 駅 周 辺 開 発 の 次 に 那 珂 湊 駅 周 辺 の ま ち づ くりを 行 っ て

い く予 定 で あ る が 、近 々 の 課 題 として 湊 線 存 続 を 優 先 させ

た た め 26、 漁 港 や 海 な ど を 一 体 的 に と ら え た ま ち づ く り は

次 の 段 階 とな っ て い る（写 真 2-10）。 

 

 

 

 

 

 

 

                                               
24 JR 常 磐 線 の 駅  
25 茨 城 交 通 湊 線 の 駅  
26 平 成 17 年 （2005 年 ）12 月 に 茨 城 交 通 ㈱ （本 社 ・水 戸 市 ）は 、経 営 状 況 が 厳 しい た め 、ひ た ち な か 市 の 勝 田 駅 と阿 字 ヶ浦 駅
とを 結 ぶ 湊 線 を 、平 成 20 年 （2008 年 ）3 月 で 廃 線 に す る意 向 を示 した が 、平 成 19 年 （2007 年 ）9 月 に 、第 三 セ クター 方 式 の
別 会 社 を 設 立 し同 線 を 存 続 す ることが 決 ま っ た 。 
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2.4.2 大規模プロジェクトである港湾と海浜公園をいかしたまちづくり 

 

ひ た ち な か 地 区 は 、港 湾 ゾ ー ン （県 ）、国 営 公 園 (国 )、地 元 主 体 で 利 用 を 図 っ て い くゾ ー ン の 3 つ に 分 け

られ 開 発 が 進 め られ て き た が 、市 は 体 育 施 設 、野 球 場 等 を 備 え た 総 合 運 動 公 園 の 整 備 な ど を 行 っ た 。 

県 が 港 湾 管 理 者 の 常 陸 那 珂 港 、国 営 の ひ た ち 海 浜 公 園 と、当 初 ひ た ち な か 地 区 の 開 発 は 広 域 的 な 視

点 の み で 行 わ れ て き た が 、近 年 は 地 元 住 民 に も目 が 向 け られ る ように な っ て きた 。 

現 在 は 港 湾 が 整 備 中 とい うこともあ り、市 民 が 港 を 訪 れ 楽 しむ 状 況 は さほ ど な い が 、港 を 一 望 で き る 展 望

施 設 （情 報 ･交 流 館 ）を 整 備 し 、港 の に ぎ わ い を 創 出 す る 常 陸 那 珂 港 情 報 交 流 拠 点 整 備 事 業 （み な と振 興

計 画 ）を ひ た ち な か 市 が 事 業 主 体 とな り計 画 して い る。 

ひ た ち 海 浜 公 園 と市 の 関 係 で は 、青 年 会 議 所 が 中 心 と な っ て 海 浜 公 園 で 開 催 す る 「テ ィー ン ズ ロ ッ ク フ

ェ ス テ ィ バ ル （ 全 国 高 校 生 ア マ チ ュ ア バ ン ド 選 手 権 ） 」 を 支 援 し 、 優 勝 者 に は 「 ROCK IN JAPAN 

FESTIVAL」へ の 出 場 権 を 与 え る な ど 相 乗 効 果 に よ る 音 楽 の ま ち づ くりを 目 指 し て い る 。ま た 、海 浜 公 園 で

は ｢い ば ら き 花 名 所 ｣と し て 花 を テ ー マ に し た 整 備 を 進 め て い る こ とか ら 、公 園 で 栽 培 さ れ た 花 の 球 根 を 市

内 の 通 りに 植 え る ことな ど も行 っ て い る 。 

公 共 交 通 の 関 係 で は 、 第 三 セ ク タ ー に よ る 湊 線 の 運 営 と 共 に 、コ ミュ ニ テ ィ バ ス （「ス マ イ ル あ お ぞ ら バ

ス 」、計 5 台 ）を 市 内 で 運 行 して い る 。湊 線 は JR 勝 田 駅 か ら阿 字 ヶ浦 ま で を 結 び 、コ ミュ ニ テ ィバ ス で ひ た ち

海 浜 公 園 とを 結 ぶ 経 路 を 設 定 して い る 。 

この ように 、国 や 県 も近 年 は 地 元 との 結 び つ き を 重 要 視 しつ つ あ る が 、常 陸 那 珂 港 や 国 営 ひ た ち 海 浜 公

園 は 広 域 的 な 施 設 と し て 全 く 新 し く 建 設 さ れ た 施 設 で あ る た め 、現 状 で は 、 ま だ 港 と ま ち の つ な が り が 弱

い 。 

位 置 的 に は 、港 とま ち が 国 営 公 園 に よ っ て 分 断 され る か た ち とな っ て い る た め 、港 の 管 理 上 は 都 合 が 良

い が 、今 後 は 、ま ち な か との 融 合 が 課 題 で あ る 。ひ た ち な か 地 区 の 地 元 主 体 で 利 用 を 図 っ て い くゾ ー ン に

は 、ホ ー ム セ ン タ ー や ホ テ ル が 建 設 さ れ る な ど 徐 々 に 開 発 さ れ つ つ あ る が 、ま だ 人 流 が 港 と ま ち 、双 方 に

誘 導 さ れ に くい 構 造 とな っ て お り、地 元 の ま ち づ くりの 中 で の 位 置 付 け 、地 元 の 方 々 との 関 わ り方 を ど の よ

うに して い っ た ら良 い の か を 現 在 模 索 して い る 状 況 に あ る 。 
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